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高橋ら（2023）：茶研報 132 

2014 年 5 月 19 日  

‘かなえまる’一番茶期の園相（茶研） 

→関連課題（3）中生品種‘かなえまる’の    

埼玉県における栽培と荒茶の特徴 

幹割れ（裂傷型凍害）発生機構（左下）と幼木の幹割れ（下） 

→関連課題（2）初冬に防霜ファンを稼働することで 

幹割れ被害を減らすことができる  

無許可の複製・転載・転用等はご遠慮ください。なお、著作権法に規定されている私的使用や引用などの

範囲を超える利用を行う場合には、茶業研究所の許諾を得てください。 

令和６年度 埼玉県茶業研究所 

研究成果発表会 

樹体の各所で氷片形成

微細な亀裂の発生

地表付近の微細な亀裂を介した吸水

形成層の氷片の肥大

裂傷の発生

降雨による土壌水分増加

気温低下

裂傷型凍害

裂傷の閉鎖

夜間

日中

複
数
回
の
低
温
遭
遇



□成果発表 

 

（１）茶樹被覆栽培の効果と実践：生産者が知っておくべきポイント 

茶業技術研究担当 工藤 健 

 

 

 

（２）初冬に防霜ファンを稼働することで幹割れ被害を減らすことができる 

茶業技術研究担当 高橋 淳 

 

 

 

（３）中生品種’かなえまる’の埼玉県における栽培と荒茶の特徴 

茶業技術研究担当 上保貴則 

 

 

 

（４）2024 年に登録された有機茶園で使用できるチャドクガ防除薬剤について 

茶業技術研究担当 宮田穂波 

 

 

 

□情報提供 

 

（１）新害虫チュウゴクアミガサハゴロモに注意 

農業革新支援担当 小俣良介 

 

 

 

（２）LINE™ アカウントの運用について 

茶業技術研究担当 工藤 健 

 

 

 

 

発表要旨はこちらからご覧になれます 


